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-15日, 日本口腔外科学会雑誌64(2): 163頁, 2015. 

47）眞舘幸平, 高木律男, 大湊 麗, 児玉泰光, 飯田明

彦, 小野和宏, 朝日藤寿一, 齋藤 功：二段階形成

法において Furlow 法を施行した口蓋裂児の顎発育

－Perko法との比較－． 第48回新潟歯学会総会, 新

潟, 2015 年 4 月 18 日, 新潟歯学会雑誌 45（1）: 27

頁, 2015. 

 

【研究会発表】 

１）福井忠雄： 成長期上顎前突症例（下顎骨の下方成長

が優位な症例）. 第 37 回与五沢矯正研究会, 宇奈月, 

2015 年 4 月 20 日. 

２）福井忠雄: 成長期上顎前突症例（下顎骨の前方成長

が優位な症例）. 第 37 回与五沢矯正研究会, 宇奈月, 

2015 年 4 月 20 日. 

３）福井忠雄: 成人の著しい叢生を伴う上顎前突症例. 

第 37 回与五沢矯正研究会, 宇奈月, 2015 年 4 月 20

日. 

４）竹山雅規:成長期の中立咬合症例. 第 37 回与五沢矯

正研究会, 宇奈月, 2015 年 4 月 20 日. 

５）竹山雅規:成人期の中立咬合症例. 第 37 回与五沢矯

正研究会, 宇奈月, 2015 年 4 月 20 日. 

 

【受賞】 

１）真野樹子, 石渡靖夫, 朝日藤寿一, 岩田敏男, 坂本

照雄, 森下 格, 山元有理, 須田直人, 須佐美隆史, 

齋藤 功：片側性唇顎口蓋裂における矯正歯科治療

後の咬合に関する多施設アンケート調査. 優秀ポス

ター賞, 第 39 回日本口蓋裂学会総会・学術集会, 

2015 年 5 月 22 日. 

 

【その他】 

１）齋藤 功:顎変形症の矯正治療． 長崎大学歯学部特

別講義, 長崎, 2015 年 7 月 14 日． 

２) 齋藤 功:新潟大学における顎変形症治療システム

の紹介． 長崎大学大学院歯科矯正学分野・矯正セミ

ナー, 長崎, 2015 年 7 月 13 日． 

３) 齋藤 功:新潟大学における矯正治療のコンセプト

と臨床の実際－成人矯正治療例および他科との協同

治療を中心に－．北海道医療大学歯学部矯正歯科学

講座同門会セミナー, 札幌, 2015 年 7 月 1 日. 

４) 丹原 惇:シミュレーションで探る歯の移動メカ二 

クス 歯科矯正学の世界に新たな可能性を切り拓く. 

株式会社 CAE ソリューションズ ホームページ掲 

載,http://www.cae-sc.com/ed-autodesk-simulatio 

n-mechanical/ed-autodesk-simulation-mechanical 

-0001.html, 2015. 

 

摂食嚥下リハビリテーション学分野 

【著書】 

1） 井上 誠：摂食嚥下と呼吸．摂食嚥下リハビリテー

ション，医歯薬出版，印刷中．  

2） 高松 潔，小川真理子，伊藤加代子：第 4章⑤ドラ

イバジャイナの検査，診断と治療，ドライシンドロー

ムの基礎と臨床，メディカルレビュー社，162-168，

2016． 

3） 高松 潔，小川真理子，伊藤加代子：第 3章⑦女性

ホルモンとドライシンドローム，ドライシンドロー

ムの基礎と臨床，メディカルレビュー社，129-135，

2016． 

 

【論文】 

1） Magara J, Michou E, Raginis-Zborowska A, Inoue M, 
Hamdy S: Exploring the effects of synchronous 
pharyngeal electrical stimulation with swallowing 
carbonated water on cortical excitability in the human 
pharyngeal motor system. Neurogastroenterol Motil, in 
press. 

2） Kishimoto N, Stegaroiu R, Shibata S, Ito K, Inoue M, 
Ohuchi A: Changes in the Oral Moisture and the Amount 
of Microorganisms in Saliva and Tongue Coating after 
Oral Ingestion Resumption: a Pilot Study. The Open 
Dentistry Journal, in press. 

3） Tsujimura T, Tsuji K, Magara J, Sakai S, Suzuki T, 
Nakamura Y, Nozawa-Inoue K, Inoue M: Differential 
response properties of peripherally and cortically evoked 
swallows by electrical stimulation in anesthetized rats. 
Brain Res Bull 122:12-18, 2016. 

4） Michou E, Raginis-Zborowska A, Watanabe M, Lodhi T, 
Hamdy S: Repetitive transcranial magnetic stimulation; a 
novel approach for treating oropharyngeal dysphagia. 
Curr Gastroenterol Rep 18(2):1-9, 2016. 

5） Shiino Y, Sakai S, Takeishi R, Hayashi H, Watanabe M, 
Tsujimura T, Magara J, Ito K, Tsukada T, Inoue M: Effect 
of body posture on involuntary swallow in healthy 
volunteers. Physiol Behav 155:250-259, 2016. 

6） Iwasaki M, Yoshihara A, Ito K, Sato M, Minagawa K, 
Muramatsu K, Watanabe R, Manz M, Ansai T, Miyazaki 
H: Hyposalivation and dietary nutrient intake among 
community-based older Japanese ．  Geriatrics 
Gerodontology, in press. 

7） Sogawa Y, Kimura S, Harigae T, Sakurai N, Toyosato A, 
Nishikawa T, Inoue M, Murasawa A, Endo N: New 
Swallowing Evaluation using Piezoelectricity in Normal 
Individuals. Dysphagia 30:759-767, 2015. 
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8） Iguchi H, Magara J, Nakamura Y, Tsujimura T, Ito K, 
Inoue M: Changes in jaw muscle activity and physical 
property of foods with different textures during chewing. 
Physiol Behav 152:217-224, 2015. 

9） Aida S, Takeishi R, Magara J, Watanabe M, Ito K, 
Nakamura Y, Tsujimura T, Hayashi H, Inoue M: 
Peripheral and central control of swallowing initiation in 
healthy humans. Physiol Behav 151:404-411, 2015. 

10） Taniguchi H, Nakayama H, Hori H, Nishizawa M, Inoue 
M, Shimohata T: Esophageal involvement in multiple 
system atrophy. Dysphagia 30(6):669-673, 2015. 

11） Satoh Y, Tsuji K, Tsujimura T, Ishizuka K, Inoue M: 
Suppression of the swallowing reflex by stimulation of 
the red nucleus. Brain Res Bull 116:25-33, 2015. 

12） Li Q, Minagi Y, Hori K, Kondoh J, Fujiwara S, Tamine 
K, Inoue M, Maeda Y, Chen Y, Ono T: Coordination in 
oro-pharyngeal biomechanics during human swallowing. 
Physiol Behav 147:300-305, 2015. 

13） 本間正寿，林 豊彦，井上 誠，道見 登：咽頭へ

の溶液刺激が嚥下時喉頭運動と舌骨上筋群筋活動に

与える影響．日顎口腔機能会誌 22（1）：6-13，2015. 

14） 鈴木 拓，井上 誠：小脳橋角部髄膜腫摘出術後に

嚥下障害を認めた一例．新潟歯学会誌 45（2）：81-85，

2015. 

15） 井上 誠：咀嚼と嚥下反射に関する最近の知見．

ベーシックサイエンス，嚥下医学 Vo.4 (2): 182-188, 

2015. 

16） 大西淑美，井上侑香，井上雅子，伊藤加代子：周術

期口腔機能管理による口腔環境の変化～臨床的な効

果について～．日歯衛会誌，9(2)：80-87，2015． 

 

【商業誌】 

1） 井上 誠：避けて通れない摂食嚥下障害への取り組

み．特集 高齢社会と口腔の健康．月間保団連 12

月号：10-19，2015． 

2） 井上 誠：嚥下からみた咀嚼．口腔の生理から考え

る．日本歯科評論，No.873，Vo.75(7)：129-134，2015. 

3） 井上 誠：食べるあなたと測るわたし―食べる機能

はこうやって測る―．ふーまアカデミックプラザ 

No. 70．ふーま，Vol.32-1, 125:22-25, 2015. 

4） 伊藤加代子，井上 誠：お口の乾燥が気になる患者

さんに説明しよう！唾液が減るとなぜ悪い？．歯科

衛生士，39：17-25，2015． 

 

【研究費獲得】 

1） 井上 誠（研究代表者）：ヒト嚥下反射誘発および

高次機能評価システムの構築．平成 27 年度文部科学

省科学研究費補助金研究，挑戦的萌芽研究，課題番

号 25670814，2015． 

2） 井上 誠（主担当研究者）：複合的アプローチによ

る摂食機能解明を目指した国際共同研究拠点の構築．

日本学術振興会平成 26 年度頭脳循環を加速する若

手研究者戦略的海外派遣プログラム，2015． 

3） 井上 誠（研究代表者）：地域に根差した要介護高

齢者の摂食・嚥下障害サポート体制の構築．第 44

回（平成 26 年度）三菱財団社会福祉事業・研究助成，

2015． 

4） 井上 誠：科研費応募支援プログラム，2015． 

5） 井上 誠（分担研究者），中村由紀（研究代表者）：

咽頭への味覚刺激がもたらす嚥下変調効果を発達過

程から解明する．平成 27 年度文部科学省科学研究費

補助金研究，基盤研究（C），課題番号：15K11194，

2015．  

6） 井上 誠（分担研究者）：ピエゾセンサーを用いた

嚥下機能評価の臨床応用．平成 27 年度文部科学省科

学研究費補助金研究，基盤研究（C），課題番号：

15K01362，2015．  

7） 井上 誠（分担研究者）：レトロネーザルを応用し

た咽頭残留の定量評価～咽頭残留に影響する因子～．

平成 27 年度文部科学省科学研究費補助金研究，基盤

研究（C），課題番号：15K11194，2015．  

8） 井上 誠（研究代表者）：超高齢社会におけるフレ

イルを克服する．（公財）8020 推進財団，2015. 

9） 辻村恭憲（研究代表者）：舌機能障害が嚥下に及ぼ

す影響. 平成 27 年度文部科学省科学研究費補助金 

若手研究(B), 課題番号 26870207,2015． 

10） 真柄 仁（研究代表者）：咽頭電気刺激の嚥下誘発

機構と神経・筋機構の解明．平成 27 年度文部科学省

科学研究費補助金研究，若手研究（B），課題番号

26861630，2015． 

11） 中村由紀（研究代表者）：咽頭への味覚刺激がもた

らす嚥下変調効果を発達過程から解明する．平成 27

年度文部科学省科学研究費補助金研究，基盤研究（C），

課題番号 26463108，2015． 

12） 中村由紀（研究代表者）：小児の摂食･嚥下障害に

対応した嚥下調整食の検討と実践へ．平成 27 年度公

益財団法人日本科学協会笹川科学研究助成，実践研

究，研究番号 27-818，2015． 

13） 船山さおり（研究代表者）：自発性異常味覚の評価

にマグネシウムは応用できるか？．平成 27 年度文部

科学省科学研究費補助金研究，基盤研究（C），課題

番号 26463182，2015． 

14） 伊藤加代子（研究代表者）：ドライシンドロームの

有訴率および原因探索に関する研究．平成 27 年度科

学研究費補助金，基盤研究(C)，課題番号 25463238，

2015. 



－44－ 

15） 伊藤加代子（分担研究者）：「渇き」への爽快感の

ある「潤い」は是が非か？．平成 27 年度科学研究費

補助金，基盤研究(C)，課題番号 26468131，2015． 

16） 摂食嚥下治療登録医等養成研修に関する受託事業

費（新潟県歯科医師会），2015． 

17） 炭酸飲料の嚥下促進効果の検証に関する研究（共同

研究費，アサヒ飲料株式会社），2015． 

18） 超高齢社会における疾病の予防に対応する新規医

療機器の開発（受託研究費，株式会社ライフ），2015 

19） ドライシンドローム研究に係る研究助成（ライオン

株式会社），2015. 

20） 摂食嚥下機能回復部における臨床研究助成（恵風

園），2015． 

21） 摂食嚥下障害者用介護用品・食具等の開発に関する

研究助成（にいがた摂食嚥下障害サポート研究会）．

2015． 

22） 舌ブラシの形態・材質が舌苔除去およびブラシの付

着菌数に与える影響に関する研究（四季園），2015． 

 

【招待講演・シンポジウム】 

1) Sakai S，Suzuki T，Tsuji K，Magara J，Tsujimura T，
Inoue M：Changes of trigeminal neuronal excitability 
during swallowing. International Symposium on 
Development of Human Resources in Practical Oral 
Health and Treatment, Lonbok，Indonesia，2016.1.9-11. 

2) Suzuki T, Sakai S, Magara J, Tsujimura T, Inoue M: 
Effects of cortically evoked rhythmic jaw movements on 
initiation of swallowing. International collaborative 
symposium on development of human resources in 
practical oral health and treatment, Lombok, Indonesia, 
2016.1.9-11. 

3) Magara J, Inoue M: The effect of combining pharyngeal 
electrical stimulation with simultaneous swallowing 
solutions on swallowing motor system. Collaborative 
Symposium, Lombok, Indonesia, 2016.1.9-11.  

4) Nakamura Y, Takahashi K, Brown KA, Arce-McShane 
FI, Hatsopoulos NG, Ross CF: Spectral profiles of local 
field potentials of somatosensory and motor cortices 
during feeding. Society for Neuroscience Satellite 
symposium，Chicago, USA, 2015.11.16. 

5) Takahashi K, Nakamura Y, Brown KA, Arce-Mcshane FI, 
Ross CF, Hatsopoulos NG：Spectral profiles of local field 
potentials of somatosensory and motor cortices during 
feeding. Society for Neuroscience Nanosymposium，

Chicago, USA，2015.11.17. 
6) Tenkumo T, Takeuchi Y, Hong G, Ishida Y, Takeishi R, 

Mimura S, Syuto T, Oka H, Yoshiba K, Fujii N, Ono K, 
Tsuga K, Taji T, Takahashi N, Uoshima K, Nikawa H, 

Sasaki K, Sugai M, Maeda T: Achievement of 
sophisticate dental education program in collaboration 
with Niigata, Tohoku and Hiroshima Universities. 6th 
Hiroshima Conference on Education and Science in 
Dentistry, Hiroshima, 2015.10.23-25. 

7) Inoue M: Dysphagia Rehabilitation in Japan -now and 
future-. 12th Asian Congress of Nutrition, Yokohama, 
Japan, 2015.5.16. 

8) 井上 誠：末梢刺激がもたらす嚥下機能への影響．

第 39 回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会，大

阪，2016 年 2 月 12-13 日． 

9) 伊藤加代子：食事を「おいしく」食べるには～唾液、

味覚の重要性～．新潟医療福祉学会学術大会，新潟，

2015 年 10 月 31 日． 

10) 酒井翔悟，鈴木 拓，辻 光順，真柄 仁，辻村恭

憲，井上 誠：嚥下時における口腔感覚の変調．第

57 回歯科基礎医学会学術大会サテライトシンポジ

ウム 9「口腔生理学分野の研究最前線 Frontier in 

the field of Oral Physiology」，新潟，2015 年 9

月 11 日． 

11) 井上 誠：末梢刺激がもたらす摂食嚥下機能の改善

への期待．パネルディスカッション「臨床応用に役

立つ摂食嚥下研究の最前線」，第 21 回日本摂食嚥下

リハビリテーション学会学術大会，京都，2015 年 9

月 11 日． 

12) 辻村恭憲，井上 誠：咀嚼・嚥下機能連関の基礎的

検証．パネルディスカッション「プロセスモデルアッ

プデート－評価から訓練への応用」，第 21 回日本摂

食嚥下リハビリテーション学会学術大会，京都，2015

年 9 月 11-12 日． 

13) 井上 誠：超高齢社会と歯科の関わり．第 45 回保

団連夏季セミナー，シンポジウム「2025 年の地域医

療・介護構想への"対抗と対応"を考える」，東京，

2015 年 7 月 5日． 

14) 井上 誠：新潟県における摂食嚥下障害への取り組

み．第 52 回日本リハビリテーション医学会学術集会，

新潟，2015 年 5 月 30 日． 

15) 伊藤加代子：生殖器以外へのエストロゲンの効果～

口腔における効果～，第 15 回日本抗加齢医学会総会，

福岡，2015 年 5 月 29-31 日，日本抗加齢医学会抄録

集，113，2015． 

16) 真柄 仁：感覚刺激がもたらす嚥下機能の変化 「機

能研究の未来創造 ～2050 年の顎口腔機能研究～」

第 54 回日本顎口腔機能学会，鹿児島，2015 年 4 月

18-19 日． 

 

【招待講演・シンポジウム（学術大会以外）】 

1） 井上 誠：歯科における摂食嚥下リハビリテーショ
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ンへの期待と課題．福岡県歯科保険医協会講演会，

博多，2016 年 1 月 30 日． 

2） 井上 誠：摂食嚥下リハビリテーションに関する臨

床および産学連携への期待．北海道医療大学 FD 講演

会，石狩，2016 年 1 月 20 日． 

3） 井上 誠：在宅歯科診療における摂食嚥下リハビリ

テーションへの期待と課題．新発田市歯科医師会講

演会，新発田，2015 年 12 月 12 日． 

4） 伊藤加代子：口腔ケア・食事介助の基本を学ぶ．平

成 27 年度口腔ケア研修会，新潟県社会福祉協議会，

新潟市，2015 年 12 月 2 日． 

5） 井上 誠：医療の現場から～咀嚼機能を向上させる

食品について～．IPC 財団主催次世代戦略設計のた

めの連続講座，新潟，2015 年 11 月 25 日． 

6） 真柄 仁：摂食嚥下スクリーニング検査．江南区口

腔ケアと嚥下を考える会, 新潟, 2015年11月24日． 

7） 辻村恭憲：摂食嚥下スクリーニング検査．江南区口

腔ケアと嚥下を考える会, 新潟, 2015年11月16日． 

8） 伊藤加代子：高齢者の口腔機能向上の必要性とト

レーニング方法について．地域保健医療推進新潟ブ

ロック歯科衛生士研修会，新潟，2015年 11月 15日． 

9） 真柄 仁: 摂食嚥下障害と口腔ケア. 新潟県厚生

連歯科衛生士会秋季研修会, 長岡, 2015 年 11 月 15

日． 

10） 伊藤加代子：口腔ケアをもう一度見直そう．平成 27

年度口腔ケア研修会，新潟市歯科医師会，新潟，2015

年 11 月 11 日． 
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栄養サポートチーム講演会，仙台，2015 年 11 月 2
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2015 年 9 月 30 日． 

15） 伊藤加代子：「食べる」ということ～栄養・口腔で

大切なこと～，第 1 回多職種連携に向けた勉強会，

長岡市，2015 年 9 月 27 日． 

16） 井上 誠：しっかり食べて楽しく生きよう- 嚥下障

害と口腔ケア -．2015 年世界アルツハイマーデイ記

念講演会，新潟，2015 年 9 月 26 日． 

17） 伊藤加代子：口腔乾燥症のマネジメント．第 25 回

日本口腔内科学会学術大会ランチョンセミナー，日

本口腔内科学会，大阪，2015 年 9 月 18-19 日.  

18） 井上 誠：嚥下運動誘発の調節機構．「口の難病」

セミナー，大阪，2015 年 9 月 18 日． 

19） 井上 誠：新潟大学における摂食嚥下障害への取り

組み．竹田綜合病院 NST 講演会，会津若松，2015 年

8 月 31 日． 

20） 伊藤加代子：女性ホルモンとドライマウス．ドライ

マウスセミナー2015，ドライマウス研究会，東京，

2015 年 8 月 31 日． 

21） 井上 誠：歯科が嚥下障害に関わることｰ臨床現場

と研究を通してｰ．加茂田上地区多職種連携研修会，

加茂，2015 年 8 月 22 日． 

22） 辻村恭憲：安全に美味しく食べる．東新潟特別支援

学校摂食・嚥下機能に関する講演会, 新潟, 2015 年

7 月 31 日． 

23） 辻村恭憲：摂食嚥下スクリーニング検査．江南区口

腔ケアと嚥下を考える会, 新潟, 2015年7月27日． 
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25） 辻村恭憲：安全に美味しく食べる．独立行政法人国
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日． 
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